（三）
私は興 (こう)天寺の坊 (ぼう)さんたちのことを書くときに、李 (り)書房と朴 (ぼく)書房のことを書き落としてはならない。李 (り)書房といふのはさんではない。境内の掃 (そう)除 (じ)をしたり家庭 (てい)を持つたさんたちの使に走 (はし)つたりする、四十内外 (ぐわい)の男で、人間的 (てき)な地位 (い)からいへば、この寺で一番びりつこである。ところがこの人はどうしても尋 (じん)常 (ぜう)の人間とは思 (おも)へない。朝から晩迄實によく働 (はたら)いてゐる。私はこの寺に五十日も泊 (とま)つてゐたのだが、いまだ曾てこの李 (り)書房がどつかでいてゐないところを見たことがない。いはゆる默 (もく)々とく方で、誰 (だれ)に云 (い)ひ付けられるのでもなければ、自分の働 (はたら)きを誰 (だれ)かに報 (ほう)告するのでもない。何時までも何時までも掃いたり、土を掘りかへしたりしてゐる。
「李 (り)書房、御苦 (く)勞 (ろう)さん」
私が通りがかりに愛想 (あいそう)をいはふものなら、彼 (かれ)は、はにかむやうに一寸笑 (わら)つて合をする。
「あなた、お念 (ねん)佛 (ふつ)唱 (とな)へるんですか」
と訊いて見たら、彼 (かれ)は、
「へへえ、お念佛 (ねんふつ)なんか解 (わか)りましねえ」
といふ。
「働 (はたら)きながら、つていつも何を考 (かんが)へてゐるの？」
「へへえ、何も考 (かんが)へることなんかねえだよ」
それでも彼 (かれ)はいつ見てもばしさうににこついてゐる。生れ落ちてから、いまだ曾 (かつ)て不 (ふ)平不 (ふ)滿 (まん)といふものを見たことがないといふやうな付きだ。
「和尚 (せう)さん。このお寺で眞先に成佛 (ふつ)するのは李 (り)書房でせう」
と私は、主人の坊 (ぼう)さんにいつて見たが、彼 (かれ)は些か不 (ふ)服さうであつた。もしあの景何 (ママ)和尚 (せう)にそんなことをいつたなら、
「さやうさやう、御尤 (もつと)も御尤も」
とげらげら笑 (わら)つて定したであらうと思 (おも)はれる。しかし、この寺で李 (り)書房をく思 (おも)つてゐるものは、一人もない。それだからといつて、勿論 (もちろん)尊敬 (そんけい)してゐるものもないであらう。たゞ、誠 (まこと)に重寶 (ほう)な薄 (うす)馬鹿 (か)だに思 (おも)つてゐるのかも知れない。
李 (り)書房は坐 (ざ)禪 (ぜん)もしない、念佛 (ねんぶつ)も唱 (とな)へない。また自分でいつてゐるやうにへるものも持たない。たゞ默 (もく)々と朝から晩まで何か知ら働 (はたら)いてゐる。坊 (ぼう)さんのおかみさんたちの洗濯 (たく)物までも、頼 (たの)まれさへすれば運んで呉れる。それだからといつて、彼は働 (はたら)いてやつたいを求 (もと)めたことがない。
「李 (り)書房。御飯 (はん)お上がり」
とでもいはれゝば、
「へへえ、ありがたうございやす」
と土間であらうと、台 (だい)所であらうと、無雜作に踞んで[footnoteRef:1]平げてしまふ。食 (た)べてしまふとまた行つてく。 [1:  「踞」は「うずくまる」だが、ここでは「しゃがんで」と読む。] 

　彼 (かれ)こそは、すべて做模打様を忘 (わす)れて、臨 (りん)濟の所謂無事是貴 (き)人の境
にゐるのかも知れない。
「隨 (ずい)緣 (えん)消 (せう)舊 (きう)業 (げう)、往 (おう)運 (うん)着衣 (い)裳」の境涯 (がい)にゐるのかも知れない。少くともすべての慾 (よく)を離 (はな)れた人は李 (り)書房のやうになるものゝやうな氣がする。（『京城日報』1940年5月19日）
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